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平成１９年３月３０日         

各位 

会 社 名 ディー・ブレイン証券株式会社 
代表者名 代表取締役会長兼社長 出 縄 良 人 
（銘柄コード：2125） 
問合せ先 
役職・氏名 経営企画室長 岸 原 稔 泰 
電話 ０３－５６４５―８８０５ 

 

 

当社引受主幹事銘柄の継続アナリストカバーについてのお知らせ 

 

 当社は、４月より 2005 年以降に当社が引受主幹事を務めた上場銘柄の全てについて、ア

ナリストレポートの公表を行う方針を決定いたしましたのでお知らせします。 

アナリスト調査及びレポート作成業務は、ＫＣＲ総研（大阪市中央区北浜２－３－１０、

金田一洋次郎社長）に委託し、第三者の専門家としての情報提供を行います。レポートは

ロイターの無料アナリストレポート情報サイト（http://www.investor.reuters.co.jp/）に掲載され、

メールマガジン等により投資家に掲載情報の配信を行う予定です。 
 今回レポート公表の対象とするのは、当社が 2005 年以降、引受主幹事を務めた全銘柄で、

下記の 11 社。4月１日から公表するインネクスト（札証アンビシャス：6660）を皮切りに、

順次、発行会社と契約を締結し、レポートを公表する予定です。 

なお、今後、新たに引受主幹事を務める新規上場銘柄についても原則として全て継続ア

ナリストカバーを行います。 

 

記 

（2005 年以降の当社引受主幹事銘柄一覧） 

銘柄名 銘柄コード 上場市場 

セレブリックス・ホールディングス ２４４４ 大阪証券取引所ヘラクレス 

エコミック  ３８０２ 札幌証券取引所アンビシャス 

ナノテックス  ７７７２ 札幌証券取引所アンビシャス 

イージーユーズ  ２４９５ 札幌証券取引所アンビシャス 

インネクスト  ６６６０ 札幌証券取引所アンビシャス 

テラネッツ ２１４０ 札幌証券取引所アンビシャス 

タイセイ ３３５９ 福岡証券取引所Ｑ－Ｂｏａｒｄ 

エムビーエス １４０１ 福岡証券取引所Ｑ－Ｂｏａｒｄ 

ハウスフリーダム ８９９６ 福岡証券取引所Ｑ－Ｂｏａｒｄ 

TRUCK－ONE ３０４７ 福岡証券取引所Ｑ－Ｂｏａｒｄ 

トラストパーク ３２３５ 福岡証券取引所Ｑ－Ｂｏａｒｄ 

（報道資料） 
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新興市場に上場する中小型株については、アナリストカバーされている銘柄の比率が極

めて低いのが実情です。アナリストによる客観的な分析に基づく適正株価評価の判断情報

が示されていないことが、機関投資家や長期投資目的の個人投資家等の新興市場への参加

を妨げ、短期的な需給のみに株価が大きく左右される原因となっているとの指摘もありま

す。 

 従来、証券会社の調査部門等によるアナリストレポートは、証券会社の顧客サービスあ

るいは有料情報として投資家に提供されてきました。そのため投資家に情報ニーズのボリ

ュームの大きい時価総額が大きな銘柄のアナリストレポートが集中する傾向にありました。

それが、新興市場上場銘柄のアナリストカバーが極めて低くなっていることの原因と考え

られます。 

 今回の当社の新たな試みは、アナリストレポートを投資家の客観的な投資判断情報とし

て証券市場における情報インフラと位置づけ、これを主幹事証券会社が責任をもって提供

していく仕組みです。発行会社が自ら情報発信するＩＲ情報は会社にとってプラスの情報

に偏りがちですが、アナリストレポートはマイナス情報についても適切に分析して公表さ

れていく性格をもちます。そこで、当社では、リスク情報等を含む客観的な情報提供が求

められるディスクロージャーと同様に、アナリストレポートが広く公平に投資家に提供さ

れる仕組みを構築することが重要と判断いたしました。 

 当社では今後、当社が引受主幹事を務める全社と「継続主幹事契約」を締結します。本

契約において、主幹事証券会社の責任として、適時開示指導及び審査とインサイダー取引

と社内情報管理に関する社員研修を行うとともに、年４回のアナリストレポートの公表を

行い、発行会社に対しては当該業務に対する協力を義務付けます。 

 なお、業務委託を行うアナリストについては、今後、ＫＣＲ総研のほか２社以上を委託

先に加え、最終的には各銘柄３名以上のアナリストがレポートを公表する仕組みを確立し

てまいりたく考えております。 

 さらに中期的には、新興市場の他社引受主幹事銘柄に関しましても、継続主幹事契約と

同等の内容の契約「情報開示に関する幹事業務契約」を提案していく予定です。アナリス

トレポート公表のニーズは発行会社にも高いことから、年内に１０社程度と契約を締結し

たいと考えています。これにより３年後までに当社によるアナリストカバー銘柄数を１０

０銘柄とすることを目標とし、新興市場におけるアナリストカバー率の向上に貢献してい

く考えです。 

 

 

本件に関するお問い合わせ先 

 

           ディー・ブレイン証券株式会社 経営企画室 

住所：東京都中央区日本橋茅場町 1-9-2  

電話：03-5645-8805 / FAX：03-5645-8811 

e-mail: kishihara@d-brain.co.jp  

             担当：岸原、朝比奈           

以上 


